






A Prototype Model of Malaysian -English Translation System 
Kok Ping KONG， Tomohiro ODAKA， and Hisakazu OGURA 
(Received Aug. 19， 1994) 
This paper prcscuts a prototype model of Malaysian-Euglish trallslation systern which allalyzcs 
thc morphemc and the syntax of a Malaysiall sentencc and trallslates the Malaysian sentencc to an 
Ell?;lish sentellce. We present th(、leadingparts of the systcm， the Malaysiall parse trec dcrivatioIl 
and thc method of English sentcuce gelleratioll. This system has a dictiollary that has about 1守300
words and a text database that has about 300 selltcllces from a Malaysian textbook f01" primary 






































マレーシア語にも英語と同様に名詞、形容認、前置詞や接続詞などがある O 例えば、 kerusi( chait" )やkapur(chop) 























































jalan名詞 (walk) ber~ berjalan自動詞 (towalk) 
meIl ~kan me吋alankan動詞 (tostart) 
baik形容詞 (good) mem~1 membaiki他動詞 (torepair) 











































































く、文の構成要素としての機能を有するものである O また、接詞の数は 8個しかないので、辞書を引く前に接詞
を分解する処理を行うこととした。





Iku-J 、 lkau~ J 、 Imu~J
(b)後接詞グループ
I ~lahJ 、 I ~nyaJ 、 I ~kuJ 、 I ~kahJ 、 I ~tahJ 
接調の詳細について付録に示す。前接詞と後接詞の分解した例を示す。
接詞が付いている語 語幹 接調
data時 lah(please<:omc) data時 (come) ~lah 
anak可a(her childs) anak( child) ~nya 
kubeli(I buy) bcli(buy) ku~ 





















berjalan (@y)(walk)(ber-)(jalan) & 
berjalan -jalan ( @y) ( a walk) (berγjalan) (jalan) & 
bersih(@adj)(clcan) & 
bertambah(@adj)(become morc)(bcr-)(tambah) & 
図 5:構築したマレーシア語辞書の記述例
図5の記述例において、 fbcrjalanJは接辞が付いている単語であり、品詞、英訳、 fber-Jの接頭辞とその語








Afrika( africa) & 
Jepun(japall) & 
図 6:構築した固有名調辞書の記述例
記述例において、 Ahmad(ahmad)という単語から Ahmadは見出し語であり、 ahmadはその英訳であること















prp 指示代名詞句 nump 数詞句
clp 分類調句 advb 副詞句









(1 s np vp (@llUlIl (Q)l) 
(2 s np vp (@n)) 
(3 up nurnp np (@nurn)) 
(4 np adjp np (@adj)) 
(5 llP @n (@n)) 
(6 np np1 (@n)) 
(7 np1 @n @co吋@u(@n)) 
(8 np⑬n adか(C9ln))
(9 np @n prp (⑬n) ) 
(10 np np prp (@n)) 
(11 np @n @n (@n)) 
(12 np prp np (@prep)) 
(13 prp @prep @prcp 叩(⑬prep))
(14 s prp vp (@prep (Q)prep)) 
(15 prp @prep (@prep)) 
(16 nump @nuIll (@nurn)) 
(17 Ilump nump1 clp (@num)) 
(18 nump1⑬IlUIIl @num (@nurn)) 
(19 Ilump @nuIll clp (@n山川)
(20 clp @d (@d)) 
(21 vp @v np (@!v)) 
(22 vp @v (@v)) 
(23 vp vp1 np (@not)) 
(24 vp1 Ilotp vp (@uot)) 
(25 vp @v adv (@v)) 
(26 vp vp adv (@v)) 
(27 adjp @adj (@adj)) 
(28 notp @ωt (@I川)) 
(29 conp⑬conj (@conj)) 
(30 adv @adv (@adv)) 
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構文ルール (17nump1 @nurn @num (@llum))において、既に前章でもふれたように、マレーシア語の数詞で
は、例えば十二は [duabelasト十三は [tigabclas 1のように、二単語で表わす口このような数詞句を区別するため、
llump1という特別数詞句を導入した O







Sebuah bilik ada dua belas buah kipas. 
辞書から取り出した例文の品詞は、
((1 @NUM)(2 @N)(3 @V)(4 @NUM)(G⑬NUM)(6⑬CL)(7 (Q)N)) 
となるが、構文解析はこれを用いて行うことになる。
構文解析の手法は、まず構文ルールの開始ルールである 1番のルールから始められ、構文ルールの左辺から右
辺への書換えを行い、適用可能なルールを順に選んで左辺から右辺への書換えが実行される O 例文において、 1番
166 
のルールは適用されると判断した。ルールを該当するかどうかは辞書から取り出し品詞の情報とルールの終端記
号と比較する。 l番のjレールが適当ならば、 1番のルールを選択し実行を続ける C この選択が適当でなければ、改
めて他のルールを選ばれ解析が継続される。例文において、構文解析が成功し、以下の句構造文法を用いたこと
が分る O
(1 8 叩 vp(@nUIll⑬Il) ) 
(3叩 numpnp (@num)) 
(0 np @n (@Il)) 
(21 vp @v np (⑬v)) 
(3 np nump np (@num)) 
(17 nUIlp numpl clp (IQ)num)) 
(18 nump1 @num ⑮山日 (@num))
(20 clp @cl (臥:1)) 
(5叩 @n(@n)) 
構文解析を行った結果はリストで表現した構文木で出力する O
(8(1叩 (nurnp(@num “ Sebuah 明つ)(叩 (@n “ bi孔li泳kγ刊つ)))(vp( ⑬v"ada"刊つ)(np(nuIl叫p(nurnp1( ⑪白num“ dua")(@nu 口























I dua ekor lembuJ において、
(叩(nump(@nnm(“dua"))(clp (@cl("ckor")) (np (@n (“lcmhu")))) ) 
の部分木を英語の部分木に変換すると、






























































































(9) Siti Jaharaf Yop : Dahasa Malaysia Perintis，Sistern(1984) 
(10) Profesor Madya Cuttifi abas(李紹隆(B.A)、顔佳黛 (B.A)=訳): Kamus llahasa，上海書局 (1986)














接頭辞には fberJ、 f rneJ、rpeJ、rtcrJ、fpcrJ、fkcJがある O その他に rmcJのグループである rmern、
men、meng、menyJもある。 fpeJのグループには fpem、 pell、 peng、 penyJがある。例えば、
bcrjalan→ (bcr)+jal制→jalan(語幹)




この例で、 fhaikUは fbaikJに fUを付けて他動調になっている O
(c)接頭接尾辞
接辞には接頭辞と接尾辞が対になって付くものがある。これを接頭接尾辞(共接辞)という O 接頭接尾辞には
fber~kallJ 、 fber~anJ 、 f(mc 、 menl 、 me仏 mellg 、 meny)~kanJ 、 f(me ， mern 、 rnell 、 rneng 、 rneny)~ iJ、
f(pe 、 pem 、 pen 、 peng 、 pe町)~kanJ 、 r(pe 、 pern ， pCIl、 peng、peny)~anJ 、 fpcr~kanJ 、 fke~iJ、 fke~allJ 、
f per~anJ がある O 例えば、
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berhentiaIl→ (ber)+hcnti+(an)→ hcnti(語幹)
この例で、語幹名詞の rhentiJに rber~anJ を付けて他動詞の rbcrhcntianJ になっている O
(d)接頭接頭辞
接頭接尾辞に更に接辞を付けることがある。例えば、 rkcbcrangkatanJ (dcparture)→ (kc+hcr)+allgkat+( an) 
という単語は接頭辞 rke~ J と接頭接尾辞 rbcr~anJ が付けられている。接頭接頭辞とは接頭辞の重複、接頭接尾
辞に接頭辞を付ける、あるいは接頭辞に rdi-J に付けたものである。接頭接頭辞には rrnem十pcr~J、rmcm+pcr
~kanJ 、 r mem+pcr~ iJ、 rbcr+ke~anJ 、 rber+pe~anJ と r di+pcr~ Jのようなものがある。例えば、
mcmperistcri→ (mcIll十pcr)+isteri→ istcri(語幹)
この例で、語幹名詞の risteriJに rmem+per Jを付けて「…にする」の意味を表す rmempcristcrjJになってい
るO
(e)特別接頭辞
特別接頭辞には接頭辞の rIIH、 ~J と r pe~ Jのグループがある口特別接頭辞が付けられた時、単語の p，fムk‘日
のような頭字が消去される場合がある。 例えば、
memuji→ rnern+(p )uji→ puji(語幹)
menyapu→ meny+(s)apu→ sapu(語幹)








hati-hati( ca山 ou)→「語幹x2J 
(2)ハイフン付き単語に接辞が付いている単語
a.昼語に接尾辞 ranJをつけたもので、接辞付加重複と呼ばれている O
bunyi-bunyian (musical instrurnents)→「語幹x2J +an 
sayur-sayurau (di貧'erentkinds of vegetable)→「語幹x2J +all 
b.昼語に接頭辞 rberJをつけたものである。
berjam-jam (scvcral hours successivcly)→ ber+ r語幹x2J 
berhari-hari (day in day out)→ ber+ r語幹x2J 
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C. 昼語に接頭接尾辞 Ikぐ~anJ 、 rber~allJ などを付けたものもある c
kcmcrah-mcrahall (reddish)→ ke+ I語幹x2J +山
bcrcinta-cint凶Il(to be in love witlt each other)→ bcr+ r語幹x2J +an 
(3)音韻が変化して重複をする語
a.母音が交替するもの
pontλug-panting (scattcred)→pontang( r 1川ntall~J は辞書の見出し語であるが、 l-pantillgJ なしでは自立し
た単語とならない。)








前接詞には r~kuJ 、 r ~ lahJと I~IlyaJ があり、後接詞は Iku~J、rkau~ J や rmu~J などのものがあ
るG 前接詞については、 I~nyaJ は目的格の意味であり、 I ~lahJ は命令の腕由化の意味で、 r ~kuJ は所有格の
意味を持つ口
後接詞では、 rku~ J 、 rkau~ J と rmu~Jは主格の意味を持つ。
これらの接詞は、例えば、
rakannya (her or his friend)→ rakan+nya (所有格)
pcrgilah (please go)→ pergi+lah (命令の腕曲化)
kauambil (you take)→ kau+ambil (主格)
kubeli (l'm buy)→ ku+beli(主格)
などのように用いる C
